
　10月１日に行われた選挙で、党

市議団は矢引亮介市長候補と池橋

陽子中区市議補選候補の当選を目

指し、全力を尽くしました。

　両候補の論戦で大森市政の福祉

に対する冷たさが明らかになりま

した。２人は市政の転換を目指し、

国民健康保険料の引き下げ、子ど

もの医療費無料化の拡大、待機児

編集後記
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　　共産は 12/7（木）午後
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日程 議案・陳情・決議に対する各会派の態度

○＝賛成・採択、×＝反対・不採択、△＝一部賛成、退＝退席（棄権）

議案

自民 公明 創政会
市民
ネット

共産

市有地に認可外保育園の計画

市有地の保育園は認可での整備を求める陳情

決議

結果

宮武氏を議長として信任する

新斎場建設の関連予算

　太陽光パネル設置に対し、環境や景観へのルールを作る自治体

が増えていますが、岡山市にはありません。党市議団は、市が策

定中の環境影響評価条例に、大規模太陽光発電を対象に入れるこ

とを求めています。適正設置のガイドラインも必要です。

岡日本共産党 山 市 政 二 ュ ー ス

（計画地域の山林を東からみたところ）写真の全体が太陽光パネルでおおわれる計画です

ルール
必要

足守に大規模太陽光足守に大規模太陽光

　

市
は
、
中
央
公
民
館
を
廃
止
し
、
各

地
区
館
を
統
括
す
る
機
能
な
ど
を
新
組

織
と
し
て
設
置
す
る
と
表
明
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
、
福
祉
文
化
会
館
の

廃
止
と
操
山
公
民
館
の
新
築
・
開
館
に

合
わ
せ
て
、
移
転
先
や
機
能
、
名
称
な

ど
を
市
民
を
交
え
て
検
討
す
る
と
し
て

き
ま
し
た
が
、
突
然
の
方
針
転
換
で
す
。

　

中
央
公
民
館
は
、
地
区
公
民
館
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
に
留
ま
ら
ず
、
国

内
外
で
評
価
さ
れ
る
岡
山
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活

動
を
牽
引
す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。

社
会
教
育
機
関
と
し
て
市
民
の
自
由
な

学
び
を
全
市
的
に
保
障
す
る
上
で
も
、

拙
速
な
「
廃
止
」
で
は
な
く
、
あ
り
方

に
つ
い
て
幅
広
い
市
民
の
議
論
が
必
要

で
す
。

　
福

祉

文

化

会

館

内

の

老

人

セ

ン

タ
ー
（
風
呂
を
含
め
）
、
女
性
ホ
ー
ム
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
廃
止
の
方
向

で
す
。
障
害
者
セ
ン
タ
ー
は
移
転
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館

廃
止

進
め
る
べ
き
で
な
い

市
民
的
議
論
な
く

　

県
内
で
、
小
学
生
の
通
院
医
療
費
が

有
料
な
の
は
岡
山
市
だ
け
で
す
。

　

昨
年
度
、
小
学
生
の
通
院
を
１
割
に

下
げ
る
の
に
要
し
た
費
用
は
年
間
５
・

４
億
円
相
当
で
し
た
。
あ
と
２
・
７
億

円
で
小
学
生
を
無
料
に
で
き
る
計
算
で

す
。
３
↓
１
割
へ
引
き
下
げ
た
当
初
予

測
の
８
・
８
億
円
よ
り
少
な
い
額
で
あ

り
、
す
ぐ
に
で
も
実
現
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
市
民
が
市
長
に
無
料
化

拡
大
を
求
め
る
署
名
を
提
出
し
（
写

真
）
、
議
会
で
党
市
議
団
が
中
学
卒
業

ま
で
の
通
院
無
料
化
を
求
め
ま
し
た

が
、
市
長
は
実
態
が
不
明
の
「
コ
ン
ビ

ニ
受
診
」
を
理

由
に
拒
否
し
ま

し
た
。無料化を求める

署名を提出する

お母さんたち

（８月24日）

有
料
は
岡
山
市
だ
け
！

子
ど
も
医
療
費

　

県
は
、
来
年
度
か
ら
の
国
保
広
域
化

後
の
保
険
料
試
算
を
発
表
し
ま
し
た
。

岡
山
市
は
標
準
保
険
料
が
10
万
７
９
１

７
円
と
な
り
、
約
１
万
５
０
０
０
円
の

値
上
げ
と
な
り
ま
す
。
市
は
こ
の
10
年

間
、
政
策
繰
入
を
続
け
、
保
険
料
を
据

え
置
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
市
長
は
、

「
今
後
、
国
の
指
導
ど
お
り
、
計
画
的

に
解
消
・
削
減
す
る
」
と
表
明
し
て
い

ま
す
。

　

国
保
財
政
は
平
成
28
年
度
21
億
円
の

黒
字
で
、
基
金
も
35

億
円
あ
り
ま
す
。

広
域
化
後
も
保
険

料
は
市
が
決
定
し

ま
す
。
政
策
繰
入

を
守
り
、
払
え
る

国
保
料
に
す
る
た

め
、
署
名
に
ご
協

力
下
さ
い
。

国保の
基金

35億35億

約
１
万
５
千
円
の
値
上
げ
！

こ
の
ま
ま
で
は

国
保
料

　

倉
敷
の
就
労
支
援
Ａ
型
事
業
所
で
の

障
害
者
の
大
量
解
雇
事
件
な
ど
、
補
助

金
目
あ
て
で
障
害
者
を
食
い
物
に
す
る

「
悪
し
き
Ａ
型
」
問
題
が
深
刻
で
す
。

　

適
切
な
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る

か
、
過
大
な
定
員
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

補
助
金
を
適
正
に
使
っ
て
い
る
か
な
ど

の
監
査
を
厳
し
く
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
岡
山
市
の
認
識
と
対
応
は
不
十
分

で
す
。
Ａ
型
、
Ｂ
型
問
わ
ず
、
真
面
目
に

が
ん
ば
る
事
業
所
へ
の
応
援
も
重
要
で

す
。

「
悪
し
き
Ａ
型
」
を
た
だ
せ

障
害
者

童は認可園での解消を、そして政

治のおおもとにある平和憲法をま

もることを掲げてたたかいました。

　これらの公約に、市長選でも中

区市議補選でもかつてない２割も

の票が集まりました。

　党市議団は、市民のくらしと命

を守る政治を進めるためにいっそ

う頑張ります。

　

８
月
議
会
の
閉
会
日
、
宮
武
博
氏

を
議
長
と
し
て
信
任
す
る
と
い
う
決

議
案
が
、
自
民
と
創
政
会
の
賛
成
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
反
対

は
共
産
の
み
で
、
公
明
と

市
民
ネ
ッ
ト
は
退
席
（
棄

権
）
し
ま
し
た
。
党
市
議

団
は
、
信
任
決
議
案
に
質

疑
を
行
い
、
市
民
不
在
の
「
信
任
決
議
」

を
厳
し
く
た
だ
し
ま
し
た
。

　

宮
武
氏
は
、
「
議
長
任
期
は
２
年
」

と
い
う
自
ら
も
同
意
し
た
申
し
合
わ

せ
を
破
り
、
議
長
に
居
座
り
続
け
て

い
ま
す
。
５
月
議
会
で
の
不
信
任
と

６
月
議
会
で
の
議
長
辞
職
勧
告
の
決

議
に
は
、
自
民
市
議
な
ど
も
賛
成
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
一
転
、
８
月

議
会
で
「
信
任
」
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

党
市
議
団
は
、
自
分
た
ち
で
決
め

た
ル
ー
ル
を
反
故
で
は
議

会
の
モ
ラ
ル
が
成
り
立
た

な
い
、
２
回
の
議
決
を
軽

ん
じ
、
過
去
に
例
の
な
い

「
信
任
決
議
」
を
強
行
す

る
な
ど
、
宮
武
氏
と
自
民
市
議
団
の

責
任
は
極
め
て
重
大
だ
と
厳
し
く
指

摘
し
ま
し
た
。

の
「
議
長
信
任
」

市

民

不

在

市政報告会

市民の意見を聴く会

11/18（土）　13:30～　

岡山市勤労者福祉センター（予定）

11/16（木）　13:30～

保健福祉委員会室


